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会 議 録（１） 

会 議 の 名 称  平成３０年度 第４回入間市社会教育委員会議 

開 催 日 時  平成３１年２月１４日（木）午前１０時００分開会 午前１１時４０分閉会 

開 催 場 所  入間市役所 Ｃ棟４階 入札室 

議 長 氏 名  栗原桂一 

出席委員(者)氏名 
齋藤 悟、横山義武、鈴木雅士、森山治代、齋木 茂、梅 陽子、小暮欽作

村野裕子、野田あさ子、青木和子、幸森康夫、栗原桂一、植竹利之 

欠席委員(者)氏名 山畑雅浩 

説明者の職氏名  
片寄社会教育課長、加藤博物館主幹、佐藤図書館長、吉川中央公民館長  

林田社会教育課主事 

会 議 次 第  

(公開・非公開の別) 

（社会教育委員会議 すべて公開） 

１ 開 会 

２ 議長あいさつ 

３ 教育長あいさつ 

４ 協議事項 

 （１）各委員からの社会教育活動の報告について 

（２）教育部社会教育担当課からの報告について  

（３）成人式のついて 

（４）その他 

  ５ その他 

６ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非 公 開 理 由   

傍 聴 者 数  ０人 

配 布 資 料  別紙のとおり 

事務局職員職氏名 

西澤教育長、新見教育部長、関谷教育部次長 

加藤博物館主幹、佐藤図書館長、吉川中央公民館長、 

片寄社会教育課長、関谷社会教育課主幹、林田社会教育課主事、 

斉藤社会教育課主事補、植竹社会教育指導員 
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会 議 録（２） 

議事の概要（経過）・決定事項  

  

１ 協議事項 

（１）各委員からの社会教育活動の報告について 

（２）教育部社会教育担当課からの報告について  

（３）成人式について 

（４）その他 

 

 ２ 報告事項 

  ・第３回入間市社会教育委員会議は、公共マネジメント事業計画説明会と重なり、中止とな

った。 

  ・「文芸入間」第 41号配付。一般には３月１日より配付。 
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会 議 録（３）  

発言者 発 言 内 容   
栗原議長  
梅委員       
村野委員         
野田委員         
青木委員         
幸森委員 

（１）各委員からの社会教育活動の報告について 

 10 月～３月にかけての各委員の社会教育活動や所属団体の活動について一人２分

程度でお願いする。 

 子ども会の活動と子ども食堂についてがメインとなる。１月 27日に入間市かるた

大会が開催され、３月 10日の県大会に向けて１日おきに練習中である。大会が近づ

けば、毎晩練習となる。この時に選手やジュニアリーダーが集まって受験相談なども

行っていて、いろいろな相談場所にもなっている。そこに来ているお母さん方もそれ

を聞く場となっている。かるたの練習がうまくいく子は、成績もよい子が多い。子ど

も食堂はあちこちで立ち上がっているが、子供のために何かやればやるほどわかっ

てきているし、子ども食堂への協力者も増えている。 

 10 月に文科省による日独青少年指導者交流研修に参加した。入間市の社会教育委

員ということが評価され参加できた。特に遊び場のことについて考えてきた。また、

子育て支援センターあいくるとしては、中学校を現在までに５校訪問する事業をし

ている。今後黒須中、野田中、豊岡中へ訪問する予定である。あいくるの話合いでは、

先月市長も交えて若いお母さんと話す機会がありよかった。市長から教育長を呼ん

だらどうかと示唆があり、３月には呼ぶことになっている。そこで何かが変わった

り、決まったりすることではないが、若い人が興味を持って参加することは望ましい

方向で意味がある。２月 20日に写真展を丸広百貨店入間店で開催するので来場され

たい。 

 11月 14日の県民の日に、あそびあーといるまで活動した。入間市は県民の日は休

日でないので、その週の週末にかけて地元のアミーゴ、イルミン、宮寺小体育館、東

藤沢公民館の４カ所でプロのアーティストを呼んで鑑賞会を行った。多くの世代が

パフォーマンスを楽しむことができた。子どもを真ん中に色々な世代の人が集まる

ことの大切さを改めて感じた。このほか、文化庁の芸術関係事業として埼玉県では 80

校の小中高校がプロのアーティストを呼んでワークショップを体験しているが、入

間市では、向原中、宮寺小、豊岡小、野田中、日々輝学園等でプロに演奏してもらっ

ている。豊岡小学校では普段とは違う和楽器と触れる機会となった。これは教員にも

好評であった。子どもたちの表情が生き生きとしていた。 

私は、入間市の文化遺産をいかす会に所属していて、西洋館の公開に７月から 11

月中旬まで協力してきた。後半の第２・４土日公開の他 11月は平日も公開するよう

になった。色々な方が見え、入間市に迎賓館があるということを初めて知ったので保

存活用してくださいという意見もいただいた。今年の西洋館の公開は３月９日から

行われ、その際おもてなし講座を実施する。まだ、来館されていない方はぜひ来館し

ていただきたい。また、資料２に３月 31日の西洋館のコンサートの紹介があるが、

こちらの入場券はすでに完売である。東町にこにこ広場では、子供たち、小学生が集

まることを期待しているがなかなか集まらない。どうしたらよいかということで、通

学班単位にするのも一考ではないかという意見も出た。 

生涯学習をすすめる市民の会では昨年末フェスティバルを開催した。「まちの先生

講座」は、認知度がまだ低いので、もっと発展させるために市民の参加を望みたい。 

ワンコインで参加できる講座もある。昨年長野県上田市に視察に行ったが、市民が 
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発言者 発  言  内  容 

幸森委員   
植竹委員         
齋藤委員          
横山委員    
鈴木委員        
森山委員       

同様の取組を運営していて、自分たちが動いているのだというのを学んできた。今後

は行政主導ばかりでなく、自分たちの町を自分たちで作るんだという気持ちで進め

られるようにしていければよいと考える。 

 杏ほいくえんでは、インフルエンザが１月中旬から下旬にかけて流行した。100人

の在籍で最大時でも５人ほどであった。現在は下火になっている。来週土曜日の発表

会があり、歌や劇などに取り組んでいるところである。例年祖父母の参加が多く、

前々日に参加日を設けている。大勢の方に来ていただいて、楽しんでもらうようにし

ている。地域の方には色々な場面で協力いただき感謝している。本園では、大勢の方

に楽しんでもらえるように夏祭りや運動会の際にはキャッチフレーズを作ったりし

て、競技を盛り上げるようにしている。また、外部ウオッチングではアミーゴに出か

け、見学させてもらったり、講師に来てもらい、園だけでなく様々な交流を通してい

ろいろな人々に教えてもらっている。 

 豊岡小学校では周年行事に向けて取り組んでいる。創立 130 周年行事は、本市で

は、豊岡小、東金子小、宮寺小、藤沢小の４校である。豊岡小では、アミーゴと共催

の芸術鑑賞会で和楽器を演奏してもらったり、落語鑑賞会では、全校児童のほか保護

者にも参加してもらい、桂文ぶん氏により日本語の楽しさを味わった。また、狭山茶

とふれあう教育では、市役所の茶畑で茶摘みをしたり、農業振興課の指導により手も

み茶保存会による手もみ茶の製造などを実施した。博学連携で、入間市博物館の青丘

庵でお茶の淹れ方などの体験をした。これらは総合的な学習の時間で実施している。

本年度放課後子ども教室を開設し、週１回ボランティアに来校いただき、16:00～

17:30までいろいろな体験を実施してもらっている。なお、小学校の卒業証書授与式

は３月 25日なので、委員の皆様はぜひご参列ください。 

 中学校では盆点前を年間 13時間実施し、全ての生徒が盆点前をできるようにして

いる。地域の行事に参加するという視点で本校では、かるた大会、武道祭、交通安全

大会などの行事に参加している。みんなでより良い入間市を作るのだという気持ち

で進んでいる。 

 豊岡高校としては、学校全体として取り組んでいるわけではないが、個人としてボ

ランティアに参加しているケースが多い。地元の運動会への参加、バトン部、放送部

のスタッフとしての協力、祭りの際の山車曳きなど部活動単位で参加している。この

ほか、万燈まつりへは野球部が父母会とともに清掃活動への参加などがあげられる。

また、音楽部は盆踊りの時に駅前の行事に参加している。小中高連携では、教員や生

徒を派遣したり、生徒の受け入れを実施している。今年の夏に参議院議員選挙を控

え、昨年一昨年も実施しているが、主権者教育を充実させて実施していかなければな

らないのが課題である。 

入間市音楽家協会としては、指揮と伴奏ということで成人式に参加したが、担当し

た者からは、うるさくて聞こえないという指摘があった。司会者は静かになるまで始

めないなどの工夫が必要である。このほか、アミーゴの街角コンサートや市庁舎のロ

ビーでの演奏などで活動した。今後は３月にスプリングコンサートを行い、毎回チケ

ットが完売するので今年は１部、２部の２回公演にした。１部に若干の余席があるの

で、なるべく多くの人に聴いていただきたい。７月７日にはサマーコンサートを市民

会館で実施するので、チラシの配付をお願いする次第である。 
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発言者 発 言 内 容  

齋木委員        
小暮委員         
齋藤委員  
小暮委員  
栗原議長   
横山委員    
栗原議長 

 体育協会としては、12月に市内駅伝競走大会を博物館、工業団地周辺で実施した。

また、３月に彩の森クロスカントリー大会を実施する予定である。11 月には関東甲

信越静社会教育研究大会長野大会に参加した。朝早く埼玉を出て、夕方帰ってくる強

行軍であったが、31 年度に開催される埼玉大会の雰囲気を感じてきた。入間地区の

研究協議会にも参加した。成人式の受付の手伝いをしたが、久々に会った友達と話が

弾んで、なかなか受付が進まず、ロビーがふさがってしまい中に入れず、受付ができ

ない状況であった。柵を作ったり、強制的に中に入れるなどして工夫・改善をしてい

けたらどうか。 

 博物館活動に協力して 22～23年になるが、ボランティアとして自分が役立てるこ

とをしている。内容としては子どもたちに対して、昔の道具やおもちゃの話をしてい

る。おもちゃ作りに関してはブンブンゴマを 17,000～18,000人が一つの町で持って

いることはギネスブックものである。私の指導で同じおもちゃを作っているが、毎年

1,400 人位増えている。20 歳くらいの子も持っている。子供を観察していると、子

供は家庭のしつけ、家庭教育が重要である｡「顔を洗わない｣子供が一番多い学校で

53％いる。30％はざらである状況である。顔を洗わずご飯を食べて学校に来る。そ

して遊んでいる。学校に指導をお願いにしても、保護者会で話をしてもその段階で止

まっている。学校ではどういう状況か。 

 学校では、「顔を洗っているか」の調査はしていないが、全市で規則正しい生活と

して「早寝、早起き、朝ごはん」の取組を行っている。 

市の広報などで社会教育として啓発しておくことも必要であろう。家庭のしつけ、

子供のしつけをおろそかにしてはいけない。 

坂戸市は「子どものしつけ 10か条」を全家庭に配布して指導するようにしている。

私は定年になった大人には「朝起きたら髭を剃れ、パジャマでいるな」と指導してい

るが結構難しい。 

 補足になるが、埼玉県では３つの達成目標のうち規律ある態度ということですべ

ての小中学校で取り組んで 10年経過し、一応の成果があったことでいったん終了し

ているが、家庭のしつけ 10 か条で取組んでいる。「靴をそろえる」などもその一つ

である。  

 社会教育委員としてまた学校評議員として学校に行く機会もあり、先日は生徒が

点てたお茶を飲んできた。小学校で、桜の伐採と台風被害の木の片付け、公民館の 

枝の剪定等を年間を通して実施してきた。金子中の第２グランドの草刈り整備は、市

の予算が少ないので、実施状況を見ながらということになる。金子文化協会との関係

で愛媛県新居浜市の太鼓祭りに参加した。１月の『ふるさと祭り東京』に、新居浜市

との関連で教育長とともに 160名参加した。10月に新居浜市で「武州金子氏の成り

立ちと金子十郎家忠公の事跡」について講演する機会があった。また三重大学の藤田

達生教授の金子備後守元宅に関する講演を拝聴でき多くの示唆を得た。金子地区文

化祭、関東甲信越静地区社会教育研究大会長野大会等に参加した。 

 以上で（１）各委員からの社会教育活動の報告については終了する。 

 

 

 



 

6 
 

発言者 発 言 内 容   
栗原議長 
片寄課長     
     
栗原議長 
加藤博物

館主幹 

 

 

 

 

 

栗原議長 

佐藤図書 

館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原議長 

吉川中央

公民館長 

（２）教育部社会教育担当課からの報告について  

 続いて協議事項（２）に移る。社会教育課からお願いする。 

 ① 入間市人権教育実践報告会       

   開催要項 日 時 平成 31 年 2 月 21 日（木）午前 10 時～11 時 30 分 

会 場 入間市博物館 

       発 表 東金子中、黒須小ＰＴＡ、藤沢東小ＰＴＡ、藤沢・藤の台

公民館 

 ② 配付資料について                    

  ・第２４回生涯学習フェスティバル 開催報告書を配布したのでご高覧いただ 

   きたい。 

 続いて博物館お願いする。                   

① 配付資料について               

・アリットの雛まつり 

・雛まつり茶会 

・第２２回むかしのくらしと道具展･･昨日をもって終了 昨年比 1,600人増加 

  ・旧黒須銀行保存活用ワークショップ 

  ・西洋館で聴く～ユーフォニアム＆ピアノのコンサート 60から 70名に増員 

  ・平成 31年度西洋館一般公開カレンダー 

 佐藤図書館長お願いする。 

 ① 蔵書点検に伴う休館（本館および各分館等） 

・３月４日（月）～８日（金） 

② 児童文学講演会           

   日 時 平成 31年３月 10日（日） 午後 2時 00分～3時 30分 

   会 場 西武分館 視聴覚室 

   内 容 絵本作家・画家・詩人の葉祥明氏による絵本を通した心の平和につ

いての講演 

 ③ 目指せ！１００００ページ（藤沢公民館） 

  ・募集期間 平成 31年２月１日（土）～２月 28日（木） 

  ・内容：募集期間中に読んだ図書館資料のページ数を自己申告の形で記入して

もらいランキング形式で掲示する。前回は 12歳の小学生が 16,896頁

と最多だった。 

 ④ 配付資料 ・図書館だより 2019年 1月号 追って配付 

吉川中央公民館長お願いする。 

① 第３３回入間市書道展      73点出品 

   児童生徒書初め展示会を同時開催 

日 時 平成 31年 2月 21日（木）～24日（日）午前 9時 30分～ 

午後 4時 45分まで（24日は午後 3時 45分まで） 

会 場 入間市博物館アリット 

② 第２３回ドラマフェスタ in入間 

・特別参加作品 演劇「ル プチ プリンス～星の王子さま～」   3月 9日 

・特別参加作品 オペラ「ヘンゼルとグレーテル」「魔法の笛と鈴」 3月 16日 
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発言者 発 言 内 容  

吉川中央

公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原議長 

林田主事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・市民ミュージカル「日本昔話は大騒ぎ」            3月 23日 

  ・公演部門 参加３０団体による演劇、パネルシアター、ワークショップ等  

                               3月 23・24日 

 ③ 第３３回市文化協会芸能発表会 

   日 時 平成 31年 3月 23日（土）午前 10時 00分～午後 5時 30分 

       平成 31年 3月 24日（日）午前 10時 00分～午後 4時 30分 

   会 場 入間市産業文化センター 

 ④ 配付資料 

  ・入間市書道展 案内葉書 

  ・ドラマフェスタ in入間 パンフレット 

  ・入間市文化協会芸能発表会 チラシ  

 

（３）成人式について 

 成人式について、社会教育課林田主事お願いする。 

① 今後の成人式について 

  2020年 1月 13日（月・祝）入間市民会館にて本年度同様に実施。 

  2021年 1月   入間市民会館にて本年度同様に実施。 

  2021年４月   公共施設マネジメント計画により市民会館閉鎖。 

  2022年１月      市民会館使用不可。対象者 20歳のまま。 

  2022年４月１日 改正民法施行。成人年齢は 18歳となる。 

  2023年１月   成人年齢が 18歳に引き下げられて初の成人式となる。 

② 今後の課題 

ア 成人年齢の引き下げに伴う対象年齢の検討。従来通り 20歳か、民法改正

に伴い 18歳か。 

    成人式の年齢を 18歳にした場合、2023年 1月には一度に 3学年（18歳

～20歳）を対象とすることとなる。 

  イ 会場の変更について 

    市民会館 2021年４月以降閉鎖され、使用できなくなる。その場合会場を

どうするか。 

③ 成人年齢引き下げに伴い、成人式を 18歳を対象とした場合のメリット・デ

メリット 

ア メリット 

   ・民法に定める成人年齢となるため、ギャップ生まれない。 

   ・多くの新成人が高校の制服や私服での参加となることが予想され、成人のい

る家庭の経済的な負担が減少する。 

イ デメリット 

   ・高校３年生が多く、受験勉強や就職活動等進路決定の大事な時期と重複する。 

   ・振袖を切る機会が失われる。また、着物業界や写真業界等にも影響がある。 

   ・大多数が高校生であり、18歳では大人としての自覚が生まれにくい。 

その他の参考資料も併せてご覧いただきたい。 
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発言者 発 言 内 容  

栗原議長 

横山委員 

 

 

 

 

 

 

野田委員 

 

 

 

 

 

幸森委員 

 

 

 

 

 

 

 

小暮議員 

 

 

栗原議長 

片寄課長 

 

 

 

 

梅委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今の説明に基づき各委員のご意見をお願いする。 

近隣の市町の状況も踏まえ検討していった方がよい。何歳で実施なのか、近隣の市

町村の状況を一覧表にまとめ、近隣の市町村に合わせる方向でいかがか。よりよくす

るためには、中身の充実をさせることが重要で、参加率が高く、満足度の高い市町村

を参考にすべきである。現実の入間市の成人式を見ると、もっときちんとできるはず

である。座らない、ふらふらしている、何となく始まり、挨拶があって、何となく終

わっている。学校ではありえないことである。入間市の教育の一環として質の高いも

のを工夫していただきたい。 

年齢が引き下げられたら、成人式は 18歳がよい。高校３年だと受験や新しい生活

が待っているので参加率は下がるだろうが、選挙権もあり、意識させる面も必要であ

ろう。20 歳の成人式は同窓会的な気持ちがあって、市民会館でのセレモニーの後の

同窓会があると考えられ、18 歳でやるのと質が変わってくる。どちらがいいかとは

一概に言えない。会場は市民会館が使えない場合、公民館も考えられるが、受け入れ

られるか難しい。体育館になるのではないか。 

何のために成人式があるのか、成人になったことを祝すのであるからその意義を考

えたい。還暦は 60歳で行い、62や 63歳でやるものではない。参加率に関わらず 18

歳で実施するのが本来のやり方ではないか。国が 18歳を成人と決めたのだからそれ

に従うべきであろう。市民会館が使えない場合は、公民館や体育館で行ったり、一カ

所でやるならば所沢のミューズや狭山市市民会館を借りるのも一つの方法である。ま

た、所沢と同じように公民館でやる方法もある。出席率 70%というのはかなりのもの

である。参加率を高めるためにはサプライズがよいのではないかと思うが非現実的で

あろう。 

体育館でやれば問題なかろうと考えたが、予算の面で難しいかと思う。公民館で実

施すれば、近所の方や祖父母のところにお披露目にできるということがある。地域の

方の参加もある。今後どういう手続き・手順で決めるのか。 

社会教育課どうか。  

３月市議会で一般質問に成人式をどうするかという質問があり、市の行事なので、

来年あたりに、市で決定していきたい。教育委員会や社会教育委員会議で意見を募っ

たり、多くの人からアンケートを取ったり、近隣市町村の状況を見たり、というとこ 

ろから判断することになる。来年度中には市として決定する方向でいる。その結果を

市のホームページ等で発表していく方向になる。  

 年齢の引き下げであるが、私は制服では参加しないであろうと思う。男性は背広、

女性は振袖で参加は変わらず、保護者の負担は今と同じで大変であろう。市民会館が

使えなければ各地区公民館でやることや出身校で実施することも考えられる。そう

すると出席率は高まるのではないか。より良い方向で進めるには、対象者から実行委

員形式を入れるのはどうか。それをフォローするのが行政や地区の社会教育担当に

なるのではないか。 

 私は成人式を練馬区で行ったが、学齢ではなく、成人の日の誕生日前後で参加・不

参加が分かれていたので、１、２、３月生まれの人は友達が出席しないのでほとんど

出席しなかった。今は学齢に変わってきた。私は、成人式に参加して、成人としての 

自覚ができたかというと、そういうことはなかった。ということは別に 18歳でなく 
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発言者 発 言 内 容  

梅委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原議長 

 

 

 

 

栗原議長 

林田主事 

 

栗原議長 

 

 

てもよいのではないかと考える。市のセレモニーの後、夜の同窓会までの間、祖父母

に着物を見せに行くことがある。誰が楽しみにしているかというと父母、祖父母が楽

しみにしている。これを２年前倒しにすると大変である。イベントの一つであるから

と考えると 20歳をはずすとどうかということになる。また、市民会館が使えない場

合、どうしたらよいかということについては、子供たちがどう思うかということであ

る。集まりたいと思えば、母校の体育館ということもある。いずれにしろ、子供の意

見や、家庭の意見が入っていないのでそのあたりを勘案することが大事である。より

良くしていくためには、ちょっとしたことで良くなるのではないか。前に立つ人のや

り方一つでいかようにもなるということではないか。終わった後、なぜうるさかった

のかその声は聞こえるが、反省として生かされていないという問題がある。見直しを

していない。 

 私の子供は中学 3 年生だが、どうなるのか心配している。成人式どうなると思う

か一人考えている。これを今の中学生に聞いてみるのもよいと思う。18,19,20 歳が

同時にやったらどうなってしまうかと一人大騒ぎしている。2023 年の成人式が 18

歳で行われるとしたら大変だと思う。よほど準備をしておかなければならない。18

歳でやるか 20歳でやるかどちらが良いか自分ではよくわからない。今年と去年受付

の係で思ったことは、出席率 74%はすごい数字であると思う。ほとんど出席になる

ということはすばらしいと思う。小学校中学校の生活がいかに幸せだったのかと感

じられる。出席率を高めるには、より中身の改善が必要であるかと思うが、十分評価

に値する数字である。中学校のビデオメッセージは盛り上がる。卒業式の時に撮れれ

ばそれも一案であろう。わざわざ先生方も集まるのも大変であろう。 

 いろいろな意見が出ましたが、これからいろいろな場面で、いろいろな人から意見

が出てくると思うが、より良い成人式を行うために各方面で努力をしていただきた

い。以上で（３）の成人式については終了する。 

 

（４）その他 

その他で何かあれば 

公共施設マネジメントに関する資料を配付したので、ご覧いただき、今月末までパ

ブリックコメントがあるので、機会があれば参加していただきたい。 

ぜひ会場に行っていろいろ意見を言っていただきたい。金子地区の図書館のよう

に意見に上り、計画が変わることもあるので、意見を出せば効果はある。 

本年 11月にウェスタ川越で関東甲信越静社会教育研究大会埼玉大会があるので、

ぜひ参加されたい。飯能高校のチアダンス部や鳶組合の木遣りや梯子乗りがアトラ

クションとしてある。 

その他になければ以上で議長の任を解かせていただく。ご協力に感謝する。 
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発言者 発 言 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

 

平成   年   月   日 

 

議 長 の 署 名                     

 


